
い
ま
す
。

　

キ
ヌ
ア
の
主
な
生
産
国
は
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ

ア
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
す
が
、
大
陸
の
境
界
を

跨
い
で
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ

リ
ア
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
や
ネ
バ
ダ
州
で
、
そ
し
て
カ

ナ
ダ
で
は
オ
ン
タ
リ
オ
の
原
野
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
ケ
ニ
ア
で
は
収
穫
高
に
優
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や

イ
ン
ド
北
部
の
平
野
で
も
、
収
穫
に
成
功
し
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
世
界
の
人
々
を

食
べ
さ
せ
る
質
の
良
い
食
物
の
生
産
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
代
に
あ
っ
て
、
キ
ヌ
ア
は
不
安

定
な
食
料
供
給
に
苦
し
む
国
々
に
選
択
肢
を
与
え

る
も
の
で
、
国
連
総
会
は
、
ア
ン
デ
ス
地
方
の
先

祖
伝
来
の
慣
習
を
た
た
え
、
二
〇
一
三
年
を
『
国

際
キ
ヌ
ア
年
』
と
宣
言
し
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
政
府

は
二
〇
一
二
年
の
八
月
八
日
に
、
国
際
キ
ヌ
ア
年

題
字
背
景
●（
上
）キ
ヌ
ア
の
穂 （
中
）キ
ヌ
ア （
下
）マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡　
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二
〇
一
三
年
は
、「
国
際
キ
ヌ
ア
年
」
で
す
。

日
本
で
は
、
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
キ
ヌ
ア
に
つ
い

て
ペ
ル
ー
大
使
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
キ
ヌ
ア
に
関
連
し
「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
第

十
二
回
」
を
十
二
月
七
日
に
原
宿
の
サ
ク
ラ
亭
で
、

展
示
を
十
二
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
際
キ
ヌ
ア
年

　

国
際
連
合
食
料
農
業
機
関
（FAO

）
は
、
国
連

本
部
で
、
国
際
キ
ヌ
ア
年
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

キ
ヌ
ア
は
飢
餓
や
栄
養
不
良
、
貧
困
の
撲
滅
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

ペ
ル
ー
の
ナ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ラ
大
統
領
夫
人
は
、

ボ
リ
ビ
ア
の
大
統
領
と
共
に
、
国
際
キ
ヌ
ア
年
特

別
親
善
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
母

親
と
子
供
の
栄
養
を
良
く
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て

委
員
会
を
設
置
、
委
員
会
は
内
外
で
キ
ヌ
ア
年
二

〇
一
三
の
活
動
を
発
展
さ
せ
た
り
実
行
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ヌ
ア
の
歴
史

　

キ
ヌ
ア
と
は
、
穀
物
の
様
な
作
物
で
、
そ
の
種

を
食
用
に
す
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ネ
科
の
植
物
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
穀
物
で
は

な
く
、
疑
似
穀
物
で
す
。
キ
ヌ
ア
の
起
源
は
ペ
ル
ー

の
ア
ン
デ
ス
地
方
で
、
三
千
年
〜
四
千
年
前
に
、

食
用
に
栽
培
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
考
古
学
的
資
料

に
よ
る
と
、
五
千
二
百
〜
七
千
年
前
に
は
野
生
種

が
牧
畜
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
カ
人
は
、
キ
ヌ
ア
を
神
聖
な
穀
物
と
み
な

し
、chisaya m

am
a （

穀
物
の
母
）
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
伝
統
的
に
、イ
ン
カ
帝
国
の
皇
帝
が
「
金

の
道
具
」
を
使
っ
て
、
そ
の
年
の
最
初
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
が
南
米
を
征
服
し
た
時
、
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
開
拓
者
は
、
土
着
の
宗
教
儀
式
に
お
け
る

キ
ヌ
ア
の
役
割
に
懸
念
を
抱
い
た
為
、
キ
ヌ
ア
を

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
食
べ
物
」
と
し
て
拒
絶
し
、
栽

培
を
著
し
く
制
限
し
ま
し
た
。
実
際
、
ス
ペ
イ
ン

の
征
服
者
は
、
一
時
期
、
キ
ヌ
ア
の
栽
培
を
禁
止

し
た
た
め
、
イ
ン
カ
人
は
代
り
に
小
麦
を
栽
培
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

キ
ヌ
ア
は
収
穫
後
、
種
子
の
表
面
に
あ
る
サ
ポ

ニ
ン
と
い
う
苦
い
物
質
を
取
り
除
く
工
程
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
苦
味
は
、
栽
培
の
時
に
役
に
立
ち

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
鳥
が
こ
の
植
物
を
あ
ま
り
好

ま
な
い
の
で
、
鳥
か
ら
守
る
手
立
て
が
最
低
限
で

す
む
の
で
す
。
キ
ヌ
ア
の
種
は
、
一
般
的
に
、
米
と

同
じ
よ
う
に
調
理
さ
れ
、
幅
広
い
料
理
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
キ
ヌ
ア
豆
知
識

　

イ
ン
カ
帝
国
の
戦
士
は
キ
ヌ
ア
と
油
を
ボ
ウ
ル

で
何
杯
も
食
べ
て
、
長
い
行
進
や
戦
い
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。N

ASA 

は
、
キ
ヌ
ア
を
、
長

い
宇
宙
飛
行
で
の
食
事
と
し
て
理
想
的
な
食
べ
物

と
し
て
推
奨
し
ま
し
た
。
チ
チ
ャ 
は
、
キ
ヌ
ア
を

発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
伝
統
的
な
ビ
ー
ル
で
す
。
キ

ヌ
ア
の
シ
ッ
プ
や
ギ
ブ
ス
は
昔
か
ら
骨
の
治
療
に
有

効
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
ン
デ
ス
地
方
の

家
庭
で
は
、
キ
ヌ
ア
の
サ
ポ
ニ
ン
が
入
っ
た
水
を

シ
ャ
ン
プ
ー
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ヌ
ア
の
植
物
学
上
の
名
前
で
あ
る
ケ
ノ
ポ

デ
ィ
ウ
ム
は
、「
ガ
チ
ョ
ウ
の
足
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
で
、
キ
ヌ
ア
の
葉
が
水
か
き
の
あ
る
ガ
チ
ョ
ウ

の
足
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

干
ば
つ
の
際
に
は
、
キ
ヌ
ア
が
生
育
す
る
地
域

の
他
の
穀
物
が
不
作
で
も
、
キ
ヌ
ア
の
収
穫
高
は

増
え
ま
す
。
キ
ヌ
ア
は
一
年
に
七
〜
一
〇
ミ
リ
の
少

な
い
雨
量
で
も
成
長
し
ま
す
。
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キ
ヌ
ア
、今
そ
し
て
次
世
代
の
た
め
の
食
糧

駐
日
ペ
ル
ー
特
命
全
権
大
使
　

エ
ラ
ル
ド
・
エ
ス
カ
ラ

English inside

世界のキヌア生産量 ( 単位：千MT)

出典 : 国際連合食料農業機関 (FAO)

パナマ
コスタリカ

コロンビア

ブラジル

ボリビア

パラグアイ

チリ

アルゼンチン

ペルー

エクアドル

リマ

ベネズエラ

国 2009 年 2011 年

ペルー

ボリビア

エクアドル

 世界合計 

39.4

34.1

0.8

74.3

41.2

38.3

0.8

80.3

日本一権威のある花火大会
「大曲の花火」を世界へ発信！

ソフィア 株式会社 東京都新宿区大久保 1-1-45　
東京都知事登録旅行業　第 3-4240

不思議大好き不思議大好き
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。

不思議大好き直通電話 TEL : 03-5292-7858
FAX : 03-5272-6020

広　　告

会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者

埼玉県 
山梨県 

青森県 

岩手県 

宮城県 
山形県 

新潟県 

福島県 

栃木県 群馬県 
長野県 

千葉県 
東京都

土浦市

茨城県 

秋田県
大仙市

神奈川県 

　日本の夏は各地の花火大会で彩られます。数ある花火大会の中
でも、秋田県の「大曲の花火」（全国花火競技大会）は、全国から選
ばれた花火師が日本一の座を競うものです。
　今回は、地元で長年、大会運営に携わる一人である小西 亨一郎
さんにその魅力と特長をご紹介いただきます。
　2014 年は「創造花火」誕生 50 周年とのこと、上質のエンターテ
イメントでもある大曲の花火を世界中の人たちに楽しんでもらう
ために、ＩＡＣでも機会があるごとに発信のサポートをしたいと
考えています。

　「大曲の花火」は明治43年（1910年）に始まり、今年（2013年）
で 103 年を迎えた。今では、日本で最も権威のある「花火競技
大会」として位置づけられている。それは、総合優勝者に与えら
れる最高栄誉賞である「内閣総理大臣賞」が授与される花火競
技大会だからだ。全国で、秋田県大仙市大曲と茨城県土浦市の
2 大会だけが、その名誉を授与できる。これは、（社）日本煙火
協会がこの 2 大会を「最高賞」にふさわしい大会であると推挙し
たからに他ならない。つまり、全国の一流の花火師のお墨付きの
大会といわれる所以である。

　大曲の花火の優位点を列挙してみたい。

①全国で唯一の「昼花火」の競技が見ることができる！

②日本最高の「割物芸術玉」のオンパレード！
多重芯割物のオンパレードで世界中どこを探しても、絶対見るこ
とができないウルトラ C 級の技なのである。これぞ、クールジャ
パンの極致だ。

③大曲発祥の「創造花火」（音楽付創作スターマイン）に酔う！
「創造花火」は、創意工夫に満ちた創作花火のことである。音楽
に合わせ、ストーリーを演出する花火である。

④「大会提供花火」5分以上のテーマ性のあるワイドスターマイン！
これぞ、エンターテイメントの世界。競技以外の余興花火である
が、「大曲の花火」では、名物企画となった。

⑤日本最大の「花火桟敷」に13 万人を収容。長さは 1.2ｋｍに
及ぶ巨大建造物！
　「大曲の花火」の桟敷席は、プラチナチケットと化している。
　東京ドームの３倍の人数を収容する。日本の花火大会で最大

の有料桟敷席で、おそらく、世界
最大だろう。ギネスに申請しても面
白い！
　一マス（6人）が 21,000 円。

⑥日本最大の飲み食い祭り！
　飲食ブースが、250 を超える。
様々な屋台やテントがおよそ 1.5
キロに渡って立ち並ぶ。日本のジャ
ンクフードや郷土料理なども味わえ
る。

　毎年 70 万人以上の大観衆が、「日本の花火の最高峰」と呼ば
れる「大曲の花火」に足を運ぶ。ありとあらゆる面で規模やスケー
ルが桁違い。花火も会場もそして競技大会の雰囲気も楽しめる。
2014 年は、「創造花火」誕生 50 周年の記念すべき大会となる。
花火大会の価値観が変わる「大曲の花火」に海外からのお客様
にもぜひ一度足を運んでいただきたい。

※秋田県大仙市大曲へは、東京から秋田新幹線で3時間 20分。
大曲駅で下車。

花火研究家　小西亨一郎
ＮＰＯ法人大曲花火倶楽部　副会長

（秋田県大仙市大曲在住）

▲日本最大の飲み食い祭り！
　飲食ブースが立ち並ぶ

▲

会場へ向かう
　たくさんの人たち

写真提供：大仙市役所



■材料（4人分）
●薄力粉　250g
●牛乳　　300ml
●炭酸水　100ml
●卵　　　2個
●油　　　大さじ2
■作り方
①卵をかき混ぜた後、
　牛乳、炭酸水、薄力粉、
　油を加える。
②よく混ぜ合わす（手でも
　OKだが、ミキサーを
　使ってもよい）
③テフロン加工のフライパ
　ンに流し入れて、円状に
　焼く（クレープ用のトンボ
　があれば使ってもよい）
④生地を薄く伸ばして焼き
　上げた後、中身を乗せる。ロール状に巻いた
　り、三角形に折りたたむことが多い。

Palačinke
セルビア風クレープ
（パラチンケ）

■材料（4人分）
●牛ひき肉（or 豚肉と仔牛肉のひき肉）　500g
●たまねぎ　小さめのもの1個
●塩　　　　少々
●こしょう　  少々
●パプリカ粉（辛くないもの）　小さじ2杯
●チリパウダー　ひとつまみ
●炭酸水　　　 100ml
●重曹　　　　 ひとつまみ

■作り方
①ひき肉をよく混ぜる。みじん切りのたまねぎ、
　残りの材料を加え、よくこねる。
②冷蔵庫に数時間（一晩）寝かす。
③寝かしたタネを丸く、厚さ
　1センチほどにする。
④炭火で焼くのが一番だが、
　テフロン加工のフライパ
　ンなどで焼いてもよし。

■材料（5人分）
祝祭時に食べられる伝統的なトウモロコシ粉
パン。
ハム、アイヴァル（ローストパプリカのペース
ト）といった前菜と一緒に食べる。
また、朝食としてプレーンヨーグルトや飲む
ヨーグルトと一緒にどうぞ。

　

セ
ル
ビ
ア
大
使
館
と
Ｉ
Ａ
Ｃ
、
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

さ
く
ら
亭
、
サ
ク
ラ
ハ
ウ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
七

月
に
「D

iscover Serbia
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス

タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
の
様

子
は
風
流
二
十
五
号
で
既
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
時
開
催
し
た
「
食
」
の
企
画
の
報
告
で
す
。
第
一
部

の
セ
ル
ビ
ア
国
の
紹
介
は
、「
セ
ル
ビ
ア
は
、「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」

の
舞
台
と
勘
違
い
し
て
い
る
日
本
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
違
い
ま

す
。」
と
い
う
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
も
、
チ
ク
リ
と
く
る
コ
メ
ン
ト

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
物
の
セ
ル
ビ
ア
国
の
魅
力
は
参
加
者

に
こ
の
企
画
で
十
分
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
使
館
提
供
の
セ
ル
ビ
ア
の
ジ
ャ
ム
な
ど
の
特
産
品
は
、
じ
ゃ
ん

け
ん
勝
ち
抜
き
で
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
初
め
て
飲
む
と
い
う

人
が
多
か
っ
た
セ
ル
ビ
ア
ワ
イ
ン
の
美
味
さ
と
と
も
に
、
一
緒
に
作

る
の
が
楽
し
い
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。

　

当
日
の
感
想
を
、
ワ
イ
ン
の
解
説
も
ご
担
当
い
だ
い
た
竹
田
重

仁
さ
ん
と
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
の
感
想

　
「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」
と
題
し
た
セ
ル
ビ
ア
紹
介
講
座
及
び
料
理

教
室
が
七
月
六
日
に
行
わ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
か
ら
は
講
師

と
し
て
ネ
マ
ニ
ャ
・
グ
ル
ビ
ッ
チ
・
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
長
門
テ
ィ
ヤ
ナ
大
使
秘

書
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
セ
ル
ビ
ア
の
シ
ュ
マ
デ
ィ
ヤ
地
方
に
伝
わ
る
民
族
衣
装
を
身

に
ま
と
い
な
が
ら
、
約
五
〇
名
の
参
加
者
の
前
で
自
国
の
歴
史
、
文
化
、

観
光
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践
形

式
で
紹
介
し
ま
し
た
。
多
様
な
食
文
化
を
学
び
な
が
ら
お
腹
も
満
足
で

き
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
世
界
各
国
出
身
の

参
加
者
が
プ
リ
ェ
ス
カ
ヴ
ィ
ツ
ァ
を
お
好
み
焼
き
の
鉄
板
の
上
で
焼
く
姿

は
、
ま
さ
に
異
文
化
交
流
で
し
た
。

　

時
が
過
ぎ
て
今
は
秋
。
セ
ル
ビ
ア
の
町
や
村
は
パ
プ
リ
カ
の
香
り
で
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
温
か
な
料
理
と
お
も
て
な
し
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。

　
食
文
化
で
歴
史
を
考
え
る

　

当
日
、
裏
方
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

セ
ル
ビ
ア
と
言

う
こ
と
で
、 

事
前
に
歴
史
等
を
調
べ
な
が
ら 

学
生
時
代
を
思
い
出
し

て
お
り
ま
し
た
。 

　

今
回
、
ワ
イ
ン
を
会
場
で
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル

を 

廻
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
ワ
イ
ン
の
説
明
を
。

　

ラ
キ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン 

半
島
一
帯
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
フ
ル
ー
ツ
ブ
ラ

ン
デ
ー
で 

す
。
今
回
の
も
の
は
、
原
材
料
が
花
梨
の
ラ
キ 

ア
で
し
た
。 

白
ワ
イ
ン
は
、
ラ
イ
ン
リ
ー
ス
リ
ン
グ
と
言
う
ブ
ド
ウ
品
種
か
ら
作

ら
れ
た
辛
口
ワ
イ
ン
で
す
。
品
種
は
バ
ル
カ
ン
半
島 

一
帯
・
東
欧
・

ド
イ
ツ
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
品
種
で
す
。
今
回
の
セ
ル
ビ
ア
ワ
イ
ン
は

一
般
的
な
リ
ー
ス
リ
ン
グ
ワ
イ
ン 

と
は
違
い
独
特
な
味
わ
い
で
し
た
。

今
回
、
特
別
に
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
よ
り
寄
贈
し
て
頂
い
た
ベ
ル
メ
ッ

ト
（
ワ
イ
ン
）
は
ハ
ッ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
等 

の
貴
族
階
級
に
愛
さ
れ
た

ワ
イ
ン
で
す
。
作
り
方
が
独
特
で
葡
萄
の
房
を
干
し
葡
萄
状
態
に
し

て
か
ら
収
穫
を
し
て
、
搾
汁
さ
れ
発
酵
・
ハ
ー
ブ
を
多
数
混
入
し
甘

口
ワ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
お
酒
を
飲
み
、
食
事
を
し
て
セ
ル
ビ
ア
の
文
化
が
良
く
判

り
ま
す
。 

色
々
な
歴
史
的
事
象
を
食
事
や
飲
み
物
で
紡
ぐ
事
で
、
今

回
の
会
で
私
と
し
て
は
、
更
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ル
ビ
ア
に
て
現
在 

、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
合
弁
事
業
で
医
療
用

発
酵
酵
母
生
産
拠
点
が
進
め
ら
れ
て
ま
す
。
こ
れ
も
、
発
酵
食
品
や

ワ
イ
ン
の
歴
史
的
生
産
地
と
し
て
の
一
面
が
感
じ
と
れ
ま
す
。 

次
の
会

が
待
ち
遠
し
い
私
で
す
。

竹
田
重
仁
（
ワ
イ
ン
愛
好
家
）写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

食
か
ら
知
る
民
族
文
化…

⑪

セ
ル
ビ
ア

７
月
６
日

さ
く
ら
亭
（
渋
谷
区
原
宿
）
に
て

▲セルビア大使館からの講師
　大使秘書の長門ティヤナさん（左）と
　アタッシェのネマニャ・グルビッチさん

参加者募集！「ブルキナファソ大使館との協力事業　２つ」
①「食から知る民族文化　第１３回」　
　日時：2014 年２月 15 日（土）午後
　場所：原宿　さくら亭　参加費：3000 円（ＩＡＣ会員：1500 円）
②ブルキナファソに関連する展示
　日程：2014 年２月 14 日～１７日
　場所：原宿　デザインフェスタ
 
市場にあまり出回らないことから「幻の米」とも呼ばれている武川米（む
かわまい）農林 48 号、ヨンパチとかわいい愛称でも呼ばれています。
ご縁あってＩＡＣから生産者をご紹介、直接、武川の生産者からお米を
お送りします。ご興味がある方はＩＡＣにお問い合わせ、お申込みくだ
さい。もっちりとした濃厚な味わいは、おにぎりやお弁当にしても持続
するおいしさです。お試しください。

IAC 国際芸術家センターの Facebook に「いいね！」をお願いします。
イベント情報だけでく、文化や芸術にかかわる活動をしている人たちの
情報など、盛りだくさんです。
https://www.facebook.com/iactokyo

（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲セルビア国紹介＜第一部＞

▲会場の様子＜第二部＞

▲ワイン　左から
　ベルメット（大使館より寄贈、
　ハプスブルク家などに愛された）
　ラキア（花梨のフルーツブランデー）
　リースリング品種の辛口ワイン

セルビア料理
レシピ Pljeskavica

セルビア風ハンバーグ
（プリェスカヴィツァ）

Proja
コーンブレッド
（プローヤ）

■材料（4人分）
●トマト　　 3 個
●たまねぎ　半個
●きゅうり　  1 個
●カッテージチーズ orフェタチーズ
　（細かく砕いたもの）　大さじ１～２お好みで
●塩　　お好みに応じて
●ひまわり油 or サラダ油　少々

■作り方
①野菜を切り、塩と油をいれ
　てよく混ぜる。
②チーズを振りかけて出来
　上がり
　（チーズは混ぜずにそのま
　ま中央に残しておく）

 Šopska salata
セルビア風サラダ
（ショープスカ・サラータ） 

セルビア

ベオグラード
ボスニア

クロアチア

マケドニア

アルバニア
ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア

ハンガリー
スロベニア

イタリア

ヘルツェゴビナ

モンテネグロ

写真：（上）吉岡幸恵（下）藤倉明治

▲料理と同日開催の外交官による
　「国紹介のレクチャー」も好評。
　アルメニアの会（2012 年 11 月）

▲パキスタンの会（2010 年５月）

食
材
が
同
じ
で
も
、こ
ん
な
に
料
理
が
違
う
な
ん
て
！

各
国
大
使
館
と
の「
食
」を
通
じ
て
の
交
流
を
日
本
各
地
に
広
げ
た
い
！

　

世
界
各
国
を
よ
く
知
り
協
力
し
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
で
も
、
一

般
の
人
た
ち
が
国
際
理
解
を
推
進
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。

「
日
本
の
中
の
外
国
」
で
あ
る
各
国
大
使
館
が
東
京
に
は
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
首

都
圏
で
も
こ
の
各
国
大
使
館
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
は
あ
ま
り
行
な
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

風
流
で
の
報
告
記
事
で
は
お
な
じ
み
の
Ｉ
Ａ
Ｃ「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
各
国
大
使
館
関
係
者
と
一
般
の
人
々
と
の
交
流
事
業
が
、
多
大
な

評
価
を
得
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
日
本
各
地
へ
と
広
げ
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
協
力
し
た
在
日
大
使
館
（
実
施
順
）

エ
ク
ア
ド
ル
（
２
回
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ラ
ト
ビ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
セ
ル
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
予
定
）、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
二
〇
一
四
年
二
月
予
定
）

①
外
国
の
家
庭
料
理
と
い
う
生
活
に
密
着
し
た
「
食
」
を
通
じ
て
、
外
国

　

文
化
が
分
か
り
易
く
実
体
験
で
き
ま
す
。

②
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
地
元
の
食
材（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ト
マ
ト
、米
、肉
、チ
ー
ズ
、

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
）
も
異
文
化
の
調
理
法
に
よ
り
、
特
色
あ
る
料
理
に

　

変
身
す
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
あ
り
き
た
り
の
地
元
食
材
に
対
す
る
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、
そ
の
土

　

地
ら
し
い
新
た
な
特
産
料
理
や
特
産
品
の
開
発
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

④
外
国
要
人
と
の
交
流
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
対
し
て
自
分
た
ち
の

　

地
域
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
地
元
民
の
外
国
に
対
す
る
認
識
の
向
上
と
と
も
に
、「
食
文
化
」
に
対
す

　

る
意
識
改
革
に
大
い
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
改
め
て
地
域
の
良
さ
を
発

　

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥
外
国
の
「
食
文
化
」
企
画
を
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
で
新
た
な
国
際
交

　

流
の
発
展
が
望
め
ま
す
。

⑦
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
、
特
産
品
を
含
め
た
地
域
Ｐ

　

Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
い
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、☎
0
3
（
5
4
2
6
）
2
0
4
7

　

e-m
ail :  info@

iactokyo.jp
■ 

こ
の
企
画
の
狙
い 

■



■材料（4人分）
●薄力粉　250g
●牛乳　　300ml
●炭酸水　100ml
●卵　　　2個
●油　　　大さじ2
■作り方
①卵をかき混ぜた後、
　牛乳、炭酸水、薄力粉、
　油を加える。
②よく混ぜ合わす（手でも
　OKだが、ミキサーを
　使ってもよい）
③テフロン加工のフライパ
　ンに流し入れて、円状に
　焼く（クレープ用のトンボ
　があれば使ってもよい）
④生地を薄く伸ばして焼き
　上げた後、中身を乗せる。ロール状に巻いた
　り、三角形に折りたたむことが多い。

Palačinke
セルビア風クレープ
（パラチンケ）

■材料（4人分）
●牛ひき肉（or 豚肉と仔牛肉のひき肉）　500g
●たまねぎ　小さめのもの1個
●塩　　　　少々
●こしょう　  少々
●パプリカ粉（辛くないもの）　小さじ2杯
●チリパウダー　ひとつまみ
●炭酸水　　　 100ml
●重曹　　　　 ひとつまみ

■作り方
①ひき肉をよく混ぜる。みじん切りのたまねぎ、
　残りの材料を加え、よくこねる。
②冷蔵庫に数時間（一晩）寝かす。
③寝かしたタネを丸く、厚さ
　1センチほどにする。
④炭火で焼くのが一番だが、
　テフロン加工のフライパ
　ンなどで焼いてもよし。

■材料（5人分）
祝祭時に食べられる伝統的なトウモロコシ粉
パン。
ハム、アイヴァル（ローストパプリカのペース
ト）といった前菜と一緒に食べる。
また、朝食としてプレーンヨーグルトや飲む
ヨーグルトと一緒にどうぞ。

　

セ
ル
ビ
ア
大
使
館
と
Ｉ
Ａ
Ｃ
、
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

さ
く
ら
亭
、
サ
ク
ラ
ハ
ウ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
七

月
に
「D

iscover Serbia

」
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス

タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
の
様

子
は
風
流
二
十
五
号
で
既
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
時
開
催
し
た
「
食
」
の
企
画
の
報
告
で
す
。
第
一
部

の
セ
ル
ビ
ア
国
の
紹
介
は
、「
セ
ル
ビ
ア
は
、「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」

の
舞
台
と
勘
違
い
し
て
い
る
日
本
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
違
い
ま

す
。」
と
い
う
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
も
、
チ
ク
リ
と
く
る
コ
メ
ン
ト

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
物
の
セ
ル
ビ
ア
国
の
魅
力
は
参
加
者

に
こ
の
企
画
で
十
分
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
使
館
提
供
の
セ
ル
ビ
ア
の
ジ
ャ
ム
な
ど
の
特
産
品
は
、
じ
ゃ
ん

け
ん
勝
ち
抜
き
で
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
初
め
て
飲
む
と
い
う

人
が
多
か
っ
た
セ
ル
ビ
ア
ワ
イ
ン
の
美
味
さ
と
と
も
に
、
一
緒
に
作

る
の
が
楽
し
い
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。

　

当
日
の
感
想
を
、
ワ
イ
ン
の
解
説
も
ご
担
当
い
だ
い
た
竹
田
重

仁
さ
ん
と
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
か
ら
の
感
想

　
「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」
と
題
し
た
セ
ル
ビ
ア
紹
介
講
座
及
び
料
理

教
室
が
七
月
六
日
に
行
わ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
か
ら
は
講
師

と
し
て
ネ
マ
ニ
ャ
・
グ
ル
ビ
ッ
チ
・
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
長
門
テ
ィ
ヤ
ナ
大
使
秘

書
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
セ
ル
ビ
ア
の
シ
ュ
マ
デ
ィ
ヤ
地
方
に
伝
わ
る
民
族
衣
装
を
身

に
ま
と
い
な
が
ら
、
約
五
〇
名
の
参
加
者
の
前
で
自
国
の
歴
史
、
文
化
、

観
光
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践
形

式
で
紹
介
し
ま
し
た
。
多
様
な
食
文
化
を
学
び
な
が
ら
お
腹
も
満
足
で

き
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
世
界
各
国
出
身
の

参
加
者
が
プ
リ
ェ
ス
カ
ヴ
ィ
ツ
ァ
を
お
好
み
焼
き
の
鉄
板
の
上
で
焼
く
姿

は
、
ま
さ
に
異
文
化
交
流
で
し
た
。

　

時
が
過
ぎ
て
今
は
秋
。
セ
ル
ビ
ア
の
町
や
村
は
パ
プ
リ
カ
の
香
り
で
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
温
か
な
料
理
と
お
も
て
な
し
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。

　
食
文
化
で
歴
史
を
考
え
る

　

当
日
、
裏
方
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

セ
ル
ビ
ア
と
言

う
こ
と
で
、 

事
前
に
歴
史
等
を
調
べ
な
が
ら 

学
生
時
代
を
思
い
出
し

て
お
り
ま
し
た
。 

　

今
回
、
ワ
イ
ン
を
会
場
で
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル

を 

廻
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
ワ
イ
ン
の
説
明
を
。

　

ラ
キ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン 

半
島
一
帯
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
フ
ル
ー
ツ
ブ
ラ

ン
デ
ー
で 

す
。
今
回
の
も
の
は
、
原
材
料
が
花
梨
の
ラ
キ 

ア
で
し
た
。 

白
ワ
イ
ン
は
、
ラ
イ
ン
リ
ー
ス
リ
ン
グ
と
言
う
ブ
ド
ウ
品
種
か
ら
作

ら
れ
た
辛
口
ワ
イ
ン
で
す
。
品
種
は
バ
ル
カ
ン
半
島 

一
帯
・
東
欧
・

ド
イ
ツ
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
品
種
で
す
。
今
回
の
セ
ル
ビ
ア
ワ
イ
ン
は

一
般
的
な
リ
ー
ス
リ
ン
グ
ワ
イ
ン 

と
は
違
い
独
特
な
味
わ
い
で
し
た
。

今
回
、
特
別
に
セ
ル
ビ
ア
大
使
館
よ
り
寄
贈
し
て
頂
い
た
ベ
ル
メ
ッ

ト
（
ワ
イ
ン
）
は
ハ
ッ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
等 

の
貴
族
階
級
に
愛
さ
れ
た

ワ
イ
ン
で
す
。
作
り
方
が
独
特
で
葡
萄
の
房
を
干
し
葡
萄
状
態
に
し

て
か
ら
収
穫
を
し
て
、
搾
汁
さ
れ
発
酵
・
ハ
ー
ブ
を
多
数
混
入
し
甘

口
ワ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
お
酒
を
飲
み
、
食
事
を
し
て
セ
ル
ビ
ア
の
文
化
が
良
く
判

り
ま
す
。 

色
々
な
歴
史
的
事
象
を
食
事
や
飲
み
物
で
紡
ぐ
事
で
、
今

回
の
会
で
私
と
し
て
は
、
更
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ル
ビ
ア
に
て
現
在 

、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
合
弁
事
業
で
医
療
用

発
酵
酵
母
生
産
拠
点
が
進
め
ら
れ
て
ま
す
。
こ
れ
も
、
発
酵
食
品
や

ワ
イ
ン
の
歴
史
的
生
産
地
と
し
て
の
一
面
が
感
じ
と
れ
ま
す
。 

次
の
会

が
待
ち
遠
し
い
私
で
す
。

竹
田
重
仁
（
ワ
イ
ン
愛
好
家
）写真：藤倉明治（ＩＡＣ会員）

食
か
ら
知
る
民
族
文
化…

⑪

セ
ル
ビ
ア

７
月
６
日

さ
く
ら
亭
（
渋
谷
区
原
宿
）
に
て

▲セルビア大使館からの講師
　大使秘書の長門ティヤナさん（左）と
　アタッシェのネマニャ・グルビッチさん

参加者募集！「ブルキナファソ大使館との協力事業　２つ」
①「食から知る民族文化　第１３回」　
　日時：2014 年２月 15 日（土）午後
　場所：原宿　さくら亭　参加費：3000 円（ＩＡＣ会員：1500 円）
②ブルキナファソに関連する展示
　日程：2014 年２月 14 日～１７日
　場所：原宿　デザインフェスタ
 
市場にあまり出回らないことから「幻の米」とも呼ばれている武川米（む
かわまい）農林 48 号、ヨンパチとかわいい愛称でも呼ばれています。
ご縁あってＩＡＣから生産者をご紹介、直接、武川の生産者からお米を
お送りします。ご興味がある方はＩＡＣにお問い合わせ、お申込みくだ
さい。もっちりとした濃厚な味わいは、おにぎりやお弁当にしても持続
するおいしさです。お試しください。

IAC 国際芸術家センターの Facebook に「いいね！」をお願いします。
イベント情報だけでく、文化や芸術にかかわる活動をしている人たちの
情報など、盛りだくさんです。
https://www.facebook.com/iactokyo

（事務局：金屋輝美）

事務局便り

▲セルビア国紹介＜第一部＞

▲会場の様子＜第二部＞

▲ワイン　左から
　ベルメット（大使館より寄贈、
　ハプスブルク家などに愛された）
　ラキア（花梨のフルーツブランデー）
　リースリング品種の辛口ワイン

セルビア料理
レシピ Pljeskavica

セルビア風ハンバーグ
（プリェスカヴィツァ）

Proja
コーンブレッド
（プローヤ）

■材料（4人分）
●トマト　　 3 個
●たまねぎ　半個
●きゅうり　  1 個
●カッテージチーズ orフェタチーズ
　（細かく砕いたもの）　大さじ１～２お好みで
●塩　　お好みに応じて
●ひまわり油 or サラダ油　少々

■作り方
①野菜を切り、塩と油をいれ
　てよく混ぜる。
②チーズを振りかけて出来
　上がり
　（チーズは混ぜずにそのま
　ま中央に残しておく）

 Šopska salata
セルビア風サラダ
（ショープスカ・サラータ） 

セルビア

ベオグラード
ボスニア

クロアチア

マケドニア

アルバニア
ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア

ハンガリー
スロベニア

イタリア

ヘルツェゴビナ

モンテネグロ

写真：（上）吉岡幸恵（下）藤倉明治

▲料理と同日開催の外交官による
　「国紹介のレクチャー」も好評。
　アルメニアの会（2012 年 11 月）

▲パキスタンの会（2010 年５月）

食
材
が
同
じ
で
も
、こ
ん
な
に
料
理
が
違
う
な
ん
て
！

各
国
大
使
館
と
の「
食
」を
通
じ
て
の
交
流
を
日
本
各
地
に
広
げ
た
い
！

　

世
界
各
国
を
よ
く
知
り
協
力
し
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
で
も
、
一

般
の
人
た
ち
が
国
際
理
解
を
推
進
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。

「
日
本
の
中
の
外
国
」
で
あ
る
各
国
大
使
館
が
東
京
に
は
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
首

都
圏
で
も
こ
の
各
国
大
使
館
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
は
あ
ま
り
行
な
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

風
流
で
の
報
告
記
事
で
は
お
な
じ
み
の
Ｉ
Ａ
Ｃ「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
」
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
各
国
大
使
館
関
係
者
と
一
般
の
人
々
と
の
交
流
事
業
が
、
多
大
な

評
価
を
得
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
日
本
各
地
へ
と
広
げ
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
協
力
し
た
在
日
大
使
館
（
実
施
順
）

エ
ク
ア
ド
ル
（
２
回
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ラ
ト
ビ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
セ
ル
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
予
定
）、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
二
〇
一
四
年
二
月
予
定
）

①
外
国
の
家
庭
料
理
と
い
う
生
活
に
密
着
し
た
「
食
」
を
通
じ
て
、
外
国

　

文
化
が
分
か
り
易
く
実
体
験
で
き
ま
す
。

②
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
地
元
の
食
材（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ト
マ
ト
、米
、肉
、チ
ー
ズ
、

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
）
も
異
文
化
の
調
理
法
に
よ
り
、
特
色
あ
る
料
理
に

　

変
身
す
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
あ
り
き
た
り
の
地
元
食
材
に
対
す
る
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、
そ
の
土

　

地
ら
し
い
新
た
な
特
産
料
理
や
特
産
品
の
開
発
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

④
外
国
要
人
と
の
交
流
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
対
し
て
自
分
た
ち
の

　

地
域
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
地
元
民
の
外
国
に
対
す
る
認
識
の
向
上
と
と
も
に
、「
食
文
化
」
に
対
す

　

る
意
識
改
革
に
大
い
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
改
め
て
地
域
の
良
さ
を
発

　

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥
外
国
の
「
食
文
化
」
企
画
を
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
で
新
た
な
国
際
交

　

流
の
発
展
が
望
め
ま
す
。

⑦
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
、
特
産
品
を
含
め
た
地
域
Ｐ

　

Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
い
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、☎
0
3
（
5
4
2
6
）
2
0
4
7

　

e-m
ail :  info@

iactokyo.jp

■ 

こ
の
企
画
の
狙
い 

■



い
ま
す
。

　

キ
ヌ
ア
の
主
な
生
産
国
は
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ

ア
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
す
が
、
大
陸
の
境
界
を

跨
い
で
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ

リ
ア
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
や
ネ
バ
ダ
州
で
、
そ
し
て
カ

ナ
ダ
で
は
オ
ン
タ
リ
オ
の
原
野
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
ケ
ニ
ア
で
は
収
穫
高
に
優
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や

イ
ン
ド
北
部
の
平
野
で
も
、
収
穫
に
成
功
し
て
い

ま
す
。

　

気
候
変
動
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
世
界
の
人
々
を

食
べ
さ
せ
る
質
の
良
い
食
物
の
生
産
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
代
に
あ
っ
て
、
キ
ヌ
ア
は
不
安

定
な
食
料
供
給
に
苦
し
む
国
々
に
選
択
肢
を
与
え

る
も
の
で
、
国
連
総
会
は
、
ア
ン
デ
ス
地
方
の
先

祖
伝
来
の
慣
習
を
た
た
え
、
二
〇
一
三
年
を
『
国

際
キ
ヌ
ア
年
』
と
宣
言
し
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
政
府

は
二
〇
一
二
年
の
八
月
八
日
に
、
国
際
キ
ヌ
ア
年

題
字
背
景
●（
上
）キ
ヌ
ア
の
穂 （
中
）キ
ヌ
ア （
下
）マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡　
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風流　第 26 号

　
二
〇
一
三
年
は
、「
国
際
キ
ヌ
ア
年
」
で
す
。

日
本
で
は
、
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
キ
ヌ
ア
に
つ
い

て
ペ
ル
ー
大
使
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
キ
ヌ
ア
に
関
連
し
「
食
か
ら
知
る
民
族
文
化
第

十
二
回
」
を
十
二
月
七
日
に
原
宿
の
サ
ク
ラ
亭
で
、

展
示
を
十
二
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
デ
ザ
イ
ン

フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
際
キ
ヌ
ア
年

　

国
際
連
合
食
料
農
業
機
関
（FAO

）
は
、
国
連

本
部
で
、
国
際
キ
ヌ
ア
年
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

キ
ヌ
ア
は
飢
餓
や
栄
養
不
良
、
貧
困
の
撲
滅
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

ペ
ル
ー
の
ナ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ラ
大
統
領
夫
人
は
、

ボ
リ
ビ
ア
の
大
統
領
と
共
に
、
国
際
キ
ヌ
ア
年
特

別
親
善
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
母

親
と
子
供
の
栄
養
を
良
く
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て

委
員
会
を
設
置
、
委
員
会
は
内
外
で
キ
ヌ
ア
年
二

〇
一
三
の
活
動
を
発
展
さ
せ
た
り
実
行
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ヌ
ア
の
歴
史

　

キ
ヌ
ア
と
は
、
穀
物
の
様
な
作
物
で
、
そ
の
種

を
食
用
に
す
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ネ
科
の
植
物
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
穀
物
で
は

な
く
、
疑
似
穀
物
で
す
。
キ
ヌ
ア
の
起
源
は
ペ
ル
ー

の
ア
ン
デ
ス
地
方
で
、
三
千
年
〜
四
千
年
前
に
、

食
用
に
栽
培
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
考
古
学
的
資
料

に
よ
る
と
、
五
千
二
百
〜
七
千
年
前
に
は
野
生
種

が
牧
畜
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
カ
人
は
、
キ
ヌ
ア
を
神
聖
な
穀
物
と
み
な

し
、chisaya m

am
a （

穀
物
の
母
）
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
伝
統
的
に
、イ
ン
カ
帝
国
の
皇
帝
が
「
金

の
道
具
」
を
使
っ
て
、
そ
の
年
の
最
初
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
が
南
米
を
征
服
し
た
時
、
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
開
拓
者
は
、
土
着
の
宗
教
儀
式
に
お
け
る

キ
ヌ
ア
の
役
割
に
懸
念
を
抱
い
た
為
、
キ
ヌ
ア
を

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
食
べ
物
」
と
し
て
拒
絶
し
、
栽

培
を
著
し
く
制
限
し
ま
し
た
。
実
際
、
ス
ペ
イ
ン

の
征
服
者
は
、
一
時
期
、
キ
ヌ
ア
の
栽
培
を
禁
止

し
た
た
め
、
イ
ン
カ
人
は
代
り
に
小
麦
を
栽
培
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

キ
ヌ
ア
は
収
穫
後
、
種
子
の
表
面
に
あ
る
サ
ポ

ニ
ン
と
い
う
苦
い
物
質
を
取
り
除
く
工
程
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
苦
味
は
、
栽
培
の
時
に
役
に
立
ち

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
鳥
が
こ
の
植
物
を
あ
ま
り
好

ま
な
い
の
で
、
鳥
か
ら
守
る
手
立
て
が
最
低
限
で

す
む
の
で
す
。
キ
ヌ
ア
の
種
は
、
一
般
的
に
、
米
と

同
じ
よ
う
に
調
理
さ
れ
、
幅
広
い
料
理
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
キ
ヌ
ア
豆
知
識

　

イ
ン
カ
帝
国
の
戦
士
は
キ
ヌ
ア
と
油
を
ボ
ウ
ル

で
何
杯
も
食
べ
て
、
長
い
行
進
や
戦
い
が
出
来
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。N

ASA 

は
、
キ
ヌ
ア
を
、
長

い
宇
宙
飛
行
で
の
食
事
と
し
て
理
想
的
な
食
べ
物

と
し
て
推
奨
し
ま
し
た
。
チ
チ
ャ 

は
、
キ
ヌ
ア
を

発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
伝
統
的
な
ビ
ー
ル
で
す
。
キ

ヌ
ア
の
シ
ッ
プ
や
ギ
ブ
ス
は
昔
か
ら
骨
の
治
療
に
有

効
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
ン
デ
ス
地
方
の

家
庭
で
は
、
キ
ヌ
ア
の
サ
ポ
ニ
ン
が
入
っ
た
水
を

シ
ャ
ン
プ
ー
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ヌ
ア
の
植
物
学
上
の
名
前
で
あ
る
ケ
ノ
ポ

デ
ィ
ウ
ム
は
、「
ガ
チ
ョ
ウ
の
足
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
で
、
キ
ヌ
ア
の
葉
が
水
か
き
の
あ
る
ガ
チ
ョ
ウ

の
足
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

干
ば
つ
の
際
に
は
、
キ
ヌ
ア
が
生
育
す
る
地
域

の
他
の
穀
物
が
不
作
で
も
、
キ
ヌ
ア
の
収
穫
高
は

増
え
ま
す
。
キ
ヌ
ア
は
一
年
に
七
〜
一
〇
ミ
リ
の
少

な
い
雨
量
で
も
成
長
し
ま
す
。
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世界のキヌア生産量 ( 単位：千MT)

出典 : 国際連合食料農業機関 (FAO)
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エクアドル

 世界合計 

39.4

34.1

0.8

74.3

41.2

38.3

0.8

80.3

日本一権威のある花火大会
「大曲の花火」を世界へ発信！

ソフィア 株式会社 東京都新宿区大久保 1-1-45　
東京都知事登録旅行業　第 3-4240

不思議大好き不思議大好き
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。
ソフィアは中近東、中央アジア、
アフリカの旅行を得意としています。

不思議大好き直通電話 TEL : 03-5292-7858
FAX : 03-5272-6020

広　　告

会員として活動に参加してください。
年会費：個人１万円　法人５万円（一口）
「風流」の同行取材にご協力いただけ
る方を募集しています。
広告を募集しています。

●

●

●
「風流」やIACホームページへの広告で、貴社、貴店の
 PRとともにIACの活動をサポートしてください。

一緒に実現する
IACの文化交流

広　　告

ご購入はコチラから▼
https://www.o-kyohan.co.jp/

沖縄の精霊のおはなし。
沖縄の精霊
キジムナーと男の子
の友情のお話。

「キジムナーと
　　　   カミジュ」
　たまもと  さゆり

タイトル・作者
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　日本の夏は各地の花火大会で彩られます。数ある花火大会の中
でも、秋田県の「大曲の花火」（全国花火競技大会）は、全国から選
ばれた花火師が日本一の座を競うものです。
　今回は、地元で長年、大会運営に携わる一人である小西 亨一郎
さんにその魅力と特長をご紹介いただきます。
　2014 年は「創造花火」誕生 50 周年とのこと、上質のエンターテ
イメントでもある大曲の花火を世界中の人たちに楽しんでもらう
ために、ＩＡＣでも機会があるごとに発信のサポートをしたいと
考えています。

　「大曲の花火」は明治43年（1910年）に始まり、今年（2013年）
で 103 年を迎えた。今では、日本で最も権威のある「花火競技
大会」として位置づけられている。それは、総合優勝者に与えら
れる最高栄誉賞である「内閣総理大臣賞」が授与される花火競
技大会だからだ。全国で、秋田県大仙市大曲と茨城県土浦市の
2 大会だけが、その名誉を授与できる。これは、（社）日本煙火
協会がこの 2 大会を「最高賞」にふさわしい大会であると推挙し
たからに他ならない。つまり、全国の一流の花火師のお墨付きの
大会といわれる所以である。

　大曲の花火の優位点を列挙してみたい。

①全国で唯一の「昼花火」の競技が見ることができる！

②日本最高の「割物芸術玉」のオンパレード！
多重芯割物のオンパレードで世界中どこを探しても、絶対見るこ
とができないウルトラ C 級の技なのである。これぞ、クールジャ
パンの極致だ。

③大曲発祥の「創造花火」（音楽付創作スターマイン）に酔う！
「創造花火」は、創意工夫に満ちた創作花火のことである。音楽
に合わせ、ストーリーを演出する花火である。

④「大会提供花火」5分以上のテーマ性のあるワイドスターマイン！
これぞ、エンターテイメントの世界。競技以外の余興花火である
が、「大曲の花火」では、名物企画となった。

⑤日本最大の「花火桟敷」に13 万人を収容。長さは 1.2ｋｍに
及ぶ巨大建造物！
　「大曲の花火」の桟敷席は、プラチナチケットと化している。
　東京ドームの３倍の人数を収容する。日本の花火大会で最大

の有料桟敷席で、おそらく、世界
最大だろう。ギネスに申請しても面
白い！
　一マス（6人）が 21,000 円。

⑥日本最大の飲み食い祭り！
　飲食ブースが、250 を超える。
様々な屋台やテントがおよそ 1.5
キロに渡って立ち並ぶ。日本のジャ
ンクフードや郷土料理なども味わえ
る。

　毎年 70 万人以上の大観衆が、「日本の花火の最高峰」と呼ば
れる「大曲の花火」に足を運ぶ。ありとあらゆる面で規模やスケー
ルが桁違い。花火も会場もそして競技大会の雰囲気も楽しめる。
2014 年は、「創造花火」誕生 50 周年の記念すべき大会となる。
花火大会の価値観が変わる「大曲の花火」に海外からのお客様
にもぜひ一度足を運んでいただきたい。

※秋田県大仙市大曲へは、東京から秋田新幹線で3時間 20分。
大曲駅で下車。

花火研究家　小西亨一郎
ＮＰＯ法人大曲花火倶楽部　副会長

（秋田県大仙市大曲在住）

▲日本最大の飲み食い祭り！
　飲食ブースが立ち並ぶ

▲

会場へ向かう
　たくさんの人たち

写真提供：大仙市役所
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